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備考

• 本資料は、2022年11月11日に開催される第3回 持続可能な物流の実現に向けた検討会（METI/経済産
業省）における発表の目的のために作成されたものです。

• 本資料の全部または一部の無断転載・公開・改変はご遠慮ください。

• 特に記載する場合を除き、本資料に関する一切の権利と責任はユニリーバに帰属します。

• 本資料に記載される内容は、 2022年11月11日時点のものであり、予告なく内容が変更となる可能性があ
ります。

• 本資料に関するお問い合わせは、atsuhisa.miyaguti@unilever.comまでお願い致します。
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企業・取り組み背景
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• Unilever DNA =>  企業存在意義 = 地球・社会への貢献 （140年変わらぬ理念）



企業・取り組み背景
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• 社内背景： ”地球の健康改善分野”における様々な取り組み = 特にサプライチェーン重要課題
• 社外背景： 持続可能な物流（ホワイト物流）、”商品で競争、物流は協働“、食品業界の先行変化



企業・取り組み背景
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One Vision・One Team => カスタマーサービス部門・ロジスティクスチーム統合、営業チームとの連携強化

Customer Service /Logistics 
Team Vision (2019)



取り組み内容

自主行動宣言

企業としてのコミットメント

(2019年10月）

卸店様・小売店様・

物流業者様との協議、精査

(2019 11月-2021 3月）

メニュープライシング改定

（2021年4月）
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• どのような世界を目指したいか
• Win-winになるためには
• Top levelのアライメント

1. 予約システム
2. リードタイム延長
3. 混雑を避けた配送
4. 検品水準標準化
5. 定期定量発注・中継輸送

• ”Best Logistics For Industry”を
スローガンとし10年ぶりに改定

• 業界への感謝と貢献

個別活動ではなく
仕組みとして作り上げる



積載率 作業効率車両台数・実車率

新規取り組み条件（サステナビリティ推進条件）

フルトラックオーダー
パレットオーダー
面発注

物流波動

パレットオーダー
面発注

ノー検品

納品予約システム

早期発注条件
新製品早期とりまとめ
定期定量発注

取り組み内容

納品回数
納品曜日固定

フルトレーラー直送 ASN活用 製品設計

無駄削減AI・ロボティクス協働需要予測

リードタイム（N+2)

メニュープライシング

引き取り便活用
中継ラウンド輸送

その他テストへの
ご協力
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取り組みの効果
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車両台数・実車率積載率 作業効率 物流波動

1. 約75万ケースのバラ発注の内、25万ケースが面発注へ、50万ケースがパレット発注に移行。バラ発注数量自体46%減
2. 結果、バラ発注活用率が21%=>15%に減少し、パレット・面発注増

（※ 5,800時間/年相当の積込み・荷下ろし作業時間減）

※経済産業省 物流市場における競争環境や労働環境等に関する調査 000668.pdf (meti.go.jp) P46より試算

5,800h/year
相当の作業時間減

(20/04-21/03) (21/04-22/03)

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2020FY/000668.pdf


取り組みの効果
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車両台数・実車率積載率 作業効率 物流波動

3. 荷がまとまったことにより、積載率上昇・納品回数減。結果、10%(4,000台相当)の配送台数減
4. 早期発注率が高まったこともあり、作業効率上昇・ホワイトな庫内作業、また物流波動への事前対応が可能
5. D2納品により、安定した庫内作業・配送マッチング・中継ラウンド輸送への間口拡大

(20/04-21/03) (21/04-22/03) (20/04-21/03) (21/04-22/03)



メニュープライシング導入からの学び・気付き
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メニュープライシング

発荷主
• 企業存在価値の再認識
• 物流の持続可能性をコアアウトプット
• Top level、営業、財務部門アラインメント
• Win-winへの懸念の払拭

着荷主
• 共通目的の一致、top levelのコミットメント
• 懸念事項に対するオープンな意見交換
• 導入前の入念なテスト・PDCA

物流事業者
• 自主的な意見交換、現状説明
• D+2で付与できるサービスの可視化
• 協働輸送への理解

発荷主
• 学びのシェアリング
• ASN、検品レス、輸送手段へのチャレンジ
• 協働中継輸送展開
• 調達物流側への展開

着荷主
• 各社の事例公開
• 発荷主マッチング
• 納品日、発注日集約

物流事業者
• 損得＜協働・持続可能性への理解
• 費用・作業・往復実車率の見える化
• 改善点の積極的提案

導入のカギ 今後の展開・機会



物流事業者 発着荷主 各省庁
持続可能な

物流

メニュープライシング導入からの学び・気付き
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運賃約款順守

運賃体系 / 作業内容公開

削減効果を再投資へ

運賃約款順守促進及び見直し

付帯作業の付け直しから抜本的
削減策

連携・傾聴・積極的実証実験及び
実行

運賃約款順守徹底の仕組み
=> ホワイト物流認定・ガバナンス

企業間連携推進

物流協調への介入障壁軽減の
仕組み



最後に

感謝

• 導入以前から、様々なアドバイスをくださった業界関係者の方々、様々な刺激をくださった食品業界様

• 導入に至り、貴重なご意見を賜った着荷主様・物流事業者様

• 最後まで諦めずに社内外交渉に従事くださった社内関係者

• 導入後も様々なサステナビリティ取り組みに協力してくださる社外関係者様

• 更なる発展を牽引くださる製配販連携協議会企画者様
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